
日本循環器学会「禁煙の日」キャンペーン報告 
 

 日本循環器学会では、2018 年 3 月 23 日から 25 日の第 82 回学術集会(大阪)時において

「禁煙の日」のキャンペーン活動を実施致しました。 
 

【広報ブースにて新しい取り組み・活動を報告！！】 

 
 日循ブースでは、毎年禁煙推進委員会の資材配布を行い、年間市民啓発活動を報告して

おります。今回もブースにて禁煙パスポートを配布し、禁煙相談会を行ったゆるキャライ

ベントでの写真を掲示するなど会員の先生方への周知を行いました。加えて学術集会前日

より HP にて掲載いたしました「毎月 22 日は“禁煙の日”-スワンスワン（吸わん吸わん）

で禁煙を！- 勤務施設における患者への禁煙一声運動のご依頼」についての案内も積極的に

行われました。ブースでは最新ポスターが掲示され、先生方へご説明をさせて頂きました。

今後ポスターが作成され次第、配布を検討していく予定でございます。 
※禁煙一声運動詳細につきましては下記 URL よりご確認下さい。 
URL：http://www.j-circ.or.jp/topics/files/kinen20180322.pdf 
 
 
 
 
 
 
 
 



【例年のセッションに加え新たな禁煙に関するセッションが開始！！】 
 

 第 82回の学術集会より新たにチーム医療セッションに禁煙に関するセッション枠を設け

ることとなりました。第 1 回目の今回は教育講演として、禁煙治療や治療へのアプローチ

の他にも当委員会の市民啓発活動についても説明し、コメディカルの方々へ禁煙治療への

取り組みの興味関心が湧くようにアプローチ致しました。 
 例年開催している禁煙推進セミナーは今年で第 17 回目となりました。今回は、呼吸器疾

患や今話題の電子タバコについての最新内容も含めた講演が行われ、活発な質疑応答が行

われました。また、厚生労働省よりタバコ対策専門官をお呼びし禁煙に関する条例の進捗

状況等もお伺いすることが出来ました。セッション前後には、禁煙啓発キャラクターすわ

ん君も会場にて先生方と交流を行いました。 
 

 
 
 



【禁煙に関するチーム医療セッション教育講演 セッション内容】 
心臓病の治療・予防としての禁煙~循環器医療チームとして禁煙にどう取り組むべきか~ 

 
座長：飯田 真美(岐阜県総合医療センター) 
   吉田 俊子(宮城大学 看護学群) 
 
1.動脈硬化性疾患、不整脈、心不全と禁煙 
 海老名 俊明(横浜市立大学付属市民総合医療センター) 
2.知っておきたい禁煙治療の基礎 
 早川 由香(岐阜大学) 
3.喫煙者をその気にさせる禁煙アプローチ 
 谷口 千枝(椙山女子学園大学基礎看護学) 
4.受動喫煙防止と禁煙環境整備-循環器学会の取り組みを含めて 
 瀬尾 由弘(筑波大学医学医療系循環器内科) 
 

【第 17 回禁煙推進セミナー セッション内容】 
禁煙推進 up to date －呼吸器疾患と電子たばこも含めて－ 

 
座長：田口 功(獨協医科大学埼玉医療センター 循環器内科) 
   中井 俊子(日本大学医学部附属板橋病院 医学部循環器内科 
                       先端不整脈治療学部門) 
 
1. 喫煙と疾病負荷-我が国の都道府県レベル疾病負荷研究から- 
 野村 周平(東京大学大学院医学系研究科 国際保健政策学教室) 
2. 禁煙における行政の取り組み 
 平野 公康(厚生労働省 健康局 健康課) 
3. 頑張らずにスッパリやめられる禁煙-禁煙外来・禁煙指導での疑問を解決します。 
 川井 治之(岡山済生会総合病院 呼吸器内科) 
4. 新型タバコの有害性と室内汚染、使用実態、使用者への介入方法 
 大和 浩(産業医科大学産業生態科学研究所 健康開発科学研究室) 

 



【学術集会を盛り上げる禁煙啓発キャラクターすわん君】 
 今回の学術集会では、禁煙に関するセッションやブースの他でも、様々な場所で当会の

禁煙啓発キャラクターすわん君が登場し、学会 3 日間を盛り上げました。 
開催初日の開会式では、澤会長と一緒に登壇しご紹介いただきました。その他にも、専門

医単位登録受付会場や日循ブースへの案内を促し、企業展示ブース等にて多くの来場者へ

足を運んでもらうべく呼び込みや訪問も行いました。セッションの幕間では、動画「禁煙

すわん君」も流して頂きました。 
 今後は、すわん君を医療従事者の方に周知頂くべく、また様々な禁煙啓発活動を一緒に

取り組んでもらうべく、地方会等にも積極的に参加し循環器学会の会員の先生方へ禁煙啓

発活動のご協力をお願いしていきたく対応して参ります。 

 


